
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 12 月 25 日(土)～2022 年 2 月 23 日(水)

山梨県立富士山世界遺産センター 

令和３年度 第２回企画展 

富士山への旅―旅日記の世界― 
 

 



 

 

 

 

■開催場所■ 
 富士山世界遺産センター 南館 富士山ステーション 

■観覧料■ 
無料 

■開催期間中の休館日■ 

１２/２８(火)・１/２５(火)・２/２２(火) 
■開館時間■  
９：００～１６：３０（入館１６：００まで） 

■住 所■ 

〒 401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津 6663-1 

■問合せ先■ 

TEL 0555-72-2314  FAX 0555-72-2337 

WEB http://www.fujisan-whc.jp 

昔から富士山へお参りする人はたくさんいます。江戸時代も後半になると、多くの人々が旅

行を楽しむようになり、富士山へのお参りも旅の目的とされ、東から西からさまざまなルー

トが使われました。そのときの道中日記や紀行文も数多く残されています。それらの記録か

らはお参りする旅人が、富士山までどのようなルートをとり、どのように行動して、何を思

ったのか、その人の生き生きとした富士山体験が読み取れることがあります。富士山への参

詣旅のいくつかを、旅日記を中心に紹介します。 

 
万延元年(1860)の御縁年のとき、参詣旅の気分を盛り上げた 

歌川芳幾「富士山北口女人登山図」 

 

戯作者・假名垣魯文の出世作 

『滑稽富士詣』 

 

吉田口を中心とした案内書 

『富士山道しるべ』 

 

浜松の医者はなぜ富士山に登った？ 

和久田寅「富岳雪譜」 


